
平
成
１
８
年
度
上
半
期
の
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
の 

運
用
状
況
に
つ
い
て 

   

山
口
労
働
局
よ
り
、
平
成
１
８
年
４
月
か
ら
同
年
９
月
末
ま
で

の
上
半
期
に
お
け
る
労
働
紛
争
解
決
の
援
助
・
処
理
状
況
に
つ
い

て
の
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
山
口
労
働
局
の
発
表

資
料
に
基
づ
き
労
働
紛
争
解
決
の
援
助
・
処
理
状
況
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

 

相
談
受
付
状
況 

 

平
成
１
８
年
度
上
半
期
に
山
口
労
働
局
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
受

付
件
数
は
、
総
合
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
、
労
働
基
準
監
督
署
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
合
わ
せ
て
８
，
７
５
０
件
に
上
り
、
そ
の
８
割
は
労

働
基
準
法
関
連
の
相
談
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
解
雇
や

労
働
条
件
引
き
下
げ
に
係
る
紛
争
処
理
件
数
が
多
数
を
占
め
る
な

か
、
退
職
勧
奨
、
セ
ク
ハ
ラ
、
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
（
パ
ワ
ハ
ラ
）、

賠
償
に
係
る
紛
争
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

（
１
）
民
事
上
に
係
る
労
働
相
談 

平
成
１
８
年
度
上
半
期
に
お
い
て
、
９
７
８
件
の
労
働
相
談
が

寄
せ
ら
れ
前
年
同
期
比
１
９
．
７
％
の
増
加
で
し
た
。
そ
の
主

な
内
訳
と
し
て
は
、 

①
解
雇
に
関
す
る
内
容
（
２
８
１
件
） 

②
労
働
条
件
引
き
下
げ
（
９
９
件
） 

③
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
（
９
５
件
） 

④
退
職
勧
奨 

 
 
 

（
９
３
件
） 

⑤
賠
償 

 
 
 
 
 

（
６
７
件
） 

⑥
セ
ク
ハ
ラ 

 
 
 

（
６
２
件
） 

⑦
自
己
都
合
退
職 
 

（
５
２
件
） 

⑧
出
向
・
配
置
転
換 

（
２
８
件
） 

⑨
育
児
・
介
護
休
業
等
（
２
６
件
） 

⑩
雇
い
止
め 

 
 
 

（
１
２
件
） 

⑪
採
用
内
定
取
り
消
し
（
１
１
件
） 

⑫
母
性
健
康
管
理 

 

（
１
０
件
） 

⑬
採
用 

 
 
 
 
 

（
７
件
） 

（
２
）
山
口
労
働
局
長
の
助
言
・
指
導 

 
 

平
成
１
８
年
度
上
半
期
に
お
い
て
、
山
口
労
働
局
長
に
よ
る

助
言
・
指
導
の
申
出
が
な
さ
れ
た
件
数
は
、
７
５
件
で
し
た
。

前
年
同
期
比
３
５
．９
％
で
全
て
労
働
者
か
ら
の
申
出
で
し
た
。 

 

①
解
雇
に
関
す
る
内
容
（
１
６
件
） 

 

②
労
働
条
件
引
き
下
げ
（
１
０
件
） 

 

③
退
職
勧
奨 

 
 
 

（
８
件
） 

 

④
そ
の
他
の
労
働
条
件
（
８
件
） 

 

⑤
賠
償 

 
 
 
 
 

（
５
件
） 

 

⑥
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
（
３
件
） 

 

⑦
自
己
都
合
退
職 

 

（
２
件
） 

 

（
３
）
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん 

 
 

平
成
１
８
年
度
上
半
期
に
お
い
て
、
あ
っ
せ
ん
の
申
請
が
な

さ
れ
た
事
案
は
３
８
件
で
、
前
年
同
期
比
５
２
％
の
増
加
で
し

た
。
特
に
、
解
雇
に
係
る
事
案
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

３
８
件
の
う
ち
１
２
件
が
合
意
が
成
立
し
、取
り
下
げ
が
１
件
、 

途
中
打
ち
切
り
が
２
５
件
で
し
た
。 

 

①
解
雇
に
関
す
る
内
容
（
１
８
件
） 

 
②
労
働
条
件
引
き
下
げ
（
３
件
） 

 
③
配
置
転
換 

 
 
 

（
３
件
） 

 

④
セ
ク
ハ
ラ 

 
 
 

（
３
件
） 

 

⑤
採
用
内
定
取
り
消
し
（
２
件
） 

 

⑥
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
（
２
件
） 

 

⑦
賠
償 

 
 
 
 
 

（
２
件
） 

⑧
自
己
都
合
退
職 

 
（
１
件
） 

 

⑨
人
事
評
価 

 
 
 

（
１
件
） 

 

紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
と
は 

 

「
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
制
度
」
と
は
、
紛
争
当

事
者
の
間
に
第
三
者(

紛
争
調
整
委
員
会
の
委
員)
が
入
り
、
双
方

の
主
張
の
要
点
を
確
か
め
、
双
方
に
働
き
か
け
、
場
合
に
よ
っ
て

は
両
者
が
採
る
べ
き
具
体
的
な
あ
っ
せ
ん
案
を
提
示
す
る
な
ど
、

紛
争
当
事
者
間
の
話
し
合
い
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
自

主
的
な
解
決
を
促
進
す
る
制
度
で
す
当
事
者
間
で
あ
っ
せ
ん
案
に

合
意
し
た
場
合
は
、
受
諾
さ
れ
た
あ
っ
せ
ん
案
は
民
法
上
の
和
解

契
約
の
効
力
を
も
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

※
あ
っ
せ
ん
の
対
象
と
な
ら
な
い
紛
争 

①
労
働
組
合
と
事
業
主
の
間
の
紛
争
や
労
働
者
と
労
働
者
の
間
の

紛
争 

②
裁
判
で
係
争
中
で
あ
る
又
は
確
定
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
等
、

他
の
制
度
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
紛
争 

③
労
働
組
合
と
事
業
主
と
の
間
で
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
両
者
の
間
で
自
主
的
な
解
決
を
図
る
べ
く
話
し
合
い
が

進
め
ら
れ
て
い
る
紛
争
な
ど 

 

特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
制
度
が
始
ま
り
ま
す 

本
年
４
月
１
日
か
ら
「
特
定
社
会
保
険
労
務
士
制
度
」
が
始
ま 

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
紛
争
解
決
手
続
代
理
業
務
試
験
に
合
格
し
た

者
で
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
代
理
権
を
持
つ
社
会
保
険
労
務

士
が
裁
判
外
に
お
い
て
労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
担
う
制
度
で
す
。

代
理
が
行
え
る
紛
争
解
決
機
関
と
し
て
以
下
の
４
つ
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
労
働
者
側
、
使
用
者
側
ど
ち
ら
の
代
理
人
に
も
な
り

得
ま
す
。 
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① 
男女雇用機会均等法に基づき労

働局での調停手続 

② 

個別労働関係紛争解決促進法に

基づき都道府県労働委員会が行

うあっせん手続 

③ 
個別労働関係紛争解決促進法に

基づき労働局でのあっせん手続 

④ 

裁判外紛争解決手続の利用の促

進に関する法律に基づき厚生労

働大臣指定の民間機関 


